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平成 15 年 9 月 26 日に発生した十勝沖地震（M８．０）の余効地殻変動を調査するために，GPS 大学連合では，

30 点に及ぶ臨時 GPS 観測点を設置して観測を行っている．国土地理院の GEONET と併せた観測点間隔は約 15km で

ある．特に，震源域に近い場所で観測点密度をあげ，詳細な余効変動の時空間分布を明らかにすることを目指して

いる． 

震源に近いえりも町庶野では，地震発生後 1 ヶ月間で 6.6cm の水平変位を観測した．また，上下変動に関して

は，顕著な変動は検出されていない．これは，余効変動を発生させている地震後すべりが，主に地震断層周辺の比

較的浅い部分で発生しており，地震発生層よりも深い部分までは及んでいないことを示唆する結果である．北海道

東部の潟湖での堆積物調査からは，過去の巨大地震の直後に，急激な地盤の隆起が起こったことが明らかにされて

いる（たとえば，Sawai, 2002)．このような隆起を海岸部で発生させるには，地震発生層よりも深い部分での地震

後すべりが必要とされるが，今回の地震ではそのような現象は発生していない可能性が高い． 

一方，余効変動を対数関数にあてはめて得られた時定数は，8日であった．これは，観測された余効変動が，こ

の地震の地震後すべりによるものであることを示唆するものである． 
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